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伊予灘の魚類

は じ め に

瀬戸内海の四国西部地域に位置する伊予灘は,開 けて

なだらかな海岸線を持つ,主 に砂底～砂泥底の遠浅の海

域である。潮の流れは速く,内 海でありながら隧灘と比

較すると海域の閉鎖性は低い。漁業形態としては小型底

曳き網などによる曳き網漁業が中心であり,異 体類,エ

ビ類などが主に漁獲されている。

伊予灘における出現魚類については, 古 くは三好

(1936)の報告などがある。また,南 西海区水産研究所
(1987)は ,1957年から1959年にかけて四国周辺の海域

すべてを対象とした魚類種組成の調査をおこなっており,

中型 2双曳き網を用いた採集調査により,伊 予灘におい

ては202種を記録している。さらに,こ れらいくつかの

既往の知見を含め,膨大な採集標本をもとに瀬戸内海に

おける出現魚類の整理をおこなったものが稲葉編 (1988)

であり,こ の中より伊予灘において記録されている魚種

を抜き出すと,総 計112科254種が伊予灘に分布している

ことになる。ただし,こ れらの多くは1960年代以前の記

伊予市沿岸域の魚類相
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※

録によるもので,中 には極めて希な種類も含まれており,

また近年の海域環境の悪化により姿を消した魚種も存在

すると考えられる。従って,魚 種の分布状況の調査はそ

れらが生息する環境の変動を知る上でも定期的におこな

われる必要があるといえる。宇和海においては辻 。平松

(1987)な どの詳細な出現魚種の報告があり,現 在も多

くの研究者により魚類相の精査がおこなわれている。ま

た,隧灘においては新居浜市沿岸～沖合いを対象とした

岡村 (1991)の 報告がある。しかし伊予灘においては近

年精力的な魚類相の調査はおこなわれていない。

筆者は1991年に伊予市森地区にある愛媛県中予水産試

験場に赴任して以来,海 洋調査や魚類の放流追跡調査,

魚市場調査などの機会を利用し,伊 予灘の魚類について

観察,採 集したものの整理をおこなってきた。調査は現

在も継続中であるが,1991年 4月～1993年3月 にかけて

得られた記録魚類のうち,水 産試験場周辺を中心とした

伊予市の沿岸～浅海域の魚類相についての知見を報告

する。
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図 1 調査地点の略図 (● :愛媛県中予水産試験場)

※ 愛媛県中予水産試験場
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調査地点 と採集方法

魚類の採集は基本的には試験研究における調査の一環

としておこなったもので,小型の桁曳き網 (開口部15

m× 04m,奥 行き5m, 日合い2 mm),建網などを用い

ている。桁曳き網による採集は,1991年 10月から1992年

10月にかけて月 1度の割合でおこない, 1回 の調査で10

分程度の曳き網を5～ 10回程度実施した。建網による採

集は同期間中に10回程度,1回 に3～ 4反 の網を用いて

おこなった。これらの調査の他,SCUBA潜 水による採

捕,カ ニ籠による採集,波打ち際付近でのすくい網によ

る採集なども補助的におこなった。

採集されたすべての個体の内,発育段階において稚魚

期以前のステージの個体しか得られていない種類は除い

た。SCUBA潜 水により目視確認された魚種については

確実に同定できたものについてのみリストに加えた。調

査範囲は,伊予市森川河口に位置する水産試験場前の漁

港から,北 側の北山崎海岸を通り大谷川河口付近までで,

沖合い l km以内,水 深 Om～ lomの 海域である。(図

1)。試験場周辺は泥底,海 岸汀線付近は砂礫～礫地帯

であり,そ の沖合いは砂底～砂泥底である。

種の同定は松原 (1955)お よび益田ほか編 (1988)に

従い,学 名および種の配列は益田ほか編 (1988)に 従っ

た。なお,イ ザリウオ属魚類およびシマハゼ類の分類に

ついてはそれぞれ横田 ・瀬能 (1991)お よび明仁 。坂本

(1989)に 従った。

結果および考察

1993年3月 の段階で記録された魚種は,13目49科98種

であった (表 1)。 このうち8種 は目視観察のみである。

これらを南西海区水産研究所 (1987),お よび稲葉編
(1988)の 目録と照合すると,伊 予灘で未記録のものが

11種,う ち調査海域全体で未記録のものが7種含まれて

いた。ただし, これらのいくつかは他の海域では普通に

みられる種類であり,今 後精査が進めば伊予灘の各所で

確認されるものと思われる。奥野 (1964)に 従いスズキ

目魚類とカサゴロ魚類の勢力比較をおこなうと,ス ズキ

目魚類が449%,カ サゴロ魚類が184%と なる。 これを

辻 。平松 (1987)の 宇和海室手海岸の値と比較すると,

本調査海域においてはカサゴロ魚類の占める割合が高く,

宇和海に比べ南方系魚種が相対的に少ない傾向が認めら

れた。

生息場所別にみると,調 査地点の環境を反映し砂底～

砂泥底に生息するものが最も多く見られた。分類群別に

みると,ハ ゼ科, フサカサゴ科, カレイ科の魚種が多く,

これらのほかネズッポ科の魚種などが潜水観察において

もよく観察された。岩礁性魚種についてはそのほとんど

が試験場北側にある消波用の潜堤の周辺で採集あるいは

観察されたものであった。また,潜 堤の周辺にはほかの

区域の調査でほとんど採集,観察されなかったイシダイ

σpιヽ

“

αι/2“s′ぉε
`α
ιαS, ハタタテダイ Ieriιοεんαs

αοぁれれαι
“
s, スズメダイ Cル‐οttj..れ。ιαιαsれOιαι

“
s,

コブダイSθれιεοsmpん
“
S rοιιc“ιαιαs,メジナGι′σιια

ρ
“
れCιαιαなどが時折見られたほか,カサゴSιιαsιιε

“
s

れαrれ07^αι
“
S, クロソイ Sθιαsιθs scんιOgοιι, アイナ

メ 〃
“

αgrαれれοs Oιαたι
`な

どが調査期間を通じて観

察されており,こ の潜堤が設置されてから1年程度であ

るにも関わらず,磯 根魚種に対する明らかな魚礁効果を

もたらしていた。

本調査海域沖合いの砂泥底には小型のイヌノシタ類の

1種が周年多数生息している。この種は伊予灘周辺にお

いて非常に多く漁獲されており, これまでの報告でゲン

コ Q"ο g`οSSas ιれιοrrμριαsと して記載されている

ものであると考えられる。本種は鰭条数,側線鱗数, 頭

部の形態,後 鼻孔の有無などにより他のイヌノシタ亜科

魚類および同属の他種より区別される (Ochiai,1963;

益田ほか編,1988)。 しかし,本 調査期間中に採集され

たものは,上 記の形質の大部分においてゲンコの特徴を

示しているものの,す べての個体において本種の特徴で

ある有眼側の3列の有孔側線鱗列のうち,腹 側の 1列を

欠いている。瀬戸内海においてこれまでこのような個体

に関する報告はないが,東 シナ海,高 知県浦戸湾などに

おいて漁獲されるゲンコの中に一部類似の形態を持った

個体が出現することが確認されている (堀川,私 信)。

伊予灘の本調査区域外で採集された個体,お よびいくつ

かの魚市場に水揚げされた個体をこの点について調べた

範囲では,い まのところ有眼側の側線が3本 の,い わゆ

る “ゲンコ"で あるものは1個体しか確認されておらず

それ以外はすべて側線が2本の個体であった。このよう

な個体についてはまだ分類学的精査がなされていないか

側線の本数の違いは分類学上重要な識別点であると考え

られる。本報においてはその他いくつかの形質が Cγれ―

οgZοss“s属 の特徴を示しており,同 属の他種とはゲン

コと同様の識別点において区別できること,ゲ ンコとは

側線の本数において明瞭に識別できることなどから

CγれοノοSS“S Sp として区別しておく。

アラメガレイ 7α7フんの S OιむοZ∞
`Sは

本調査海域

砂底において最もよくみられる異体類である。本属には

本種にごく近縁のユメアラメガレイ 7 βZttαれs力洋腱

告されており (Amaoka,1969),本 種より深場に生息

するとされている。本調査海域においては1992年6月 に

桁曳き網を用いた試験操業により,水 深 3mの 砂底でア

ラメガレイに混じってこの種の成魚 (体長52mm)が 1個

体採集された。本種はアラメガレイと比較すると体型,

計数的形質が異なっており,採 集された個体は脱鱗が激
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しかったが,側 線鱗数がおおむね48枚前後と推定される

こと,背鰭条数 (68本)お よび尻鰭条数 (54本)が 多い

こと,体高が低いこと (体高/体 長比=044)|こ よリユ

メアラメガレイと同定された。ただし目は小さく,眼

径/頭 長比は035と ,ア ラメガレイの値であった。本種

はこれまでのところ日本海側および太平洋側から生息が

確認されているが (益田ほか編,1988),瀬 戸内海から

は初記録である。

また,こ の時の調査では同地点沖側の水深 4mの 地点

で多くのヒメハゼ Fαυοれなοι
`α
S gyれれα

“
cん0れに混

じって国内でも採集例の少ないシラヌイハゼ SZじんο
“
θιι

`α
αοι

“
」が 1尾採集された。採集された個体は体長33mm

の成魚で,尻鰭基底長が第二背鰭基底長より長いこと,

および鰭条数,頭部孔器配列などにより本種と同定され

た。本報において得られた本種およびユメアラメガレイ

はともに成魚ではあるが採集個体数が極めて少なく,こ

れらが伊予灘において再生産をおこなっているかどうか

はいまのところ不明である。

魚類の放流追跡調査などにおいて,潜水観察の際に海

底に観察用のロープを設置すると,これが魚集効果をも

たらすことがある。ホウライウミヘビ Oρん
`Cん

ιん
“
s

Oυθ′7,2αれれじは1991年および1992年の10月に観察用ロー

プを水深 3～ 7mの 砂底に設置したところ, このロープ

のそばに頭部を顕した状態で頻繁に観察され,魚 類の追

跡調査の期間中5尾が採集された。なお,本 種はこれま

で瀬戸内海から正式な記録はないようである。

採集調査と潜水観察から本調査海域の大部分を占める

沿岸砂泥域の魚類種組成を推定すると,以 下のようにな

る。ごく沿岸の砂底から沖合いの砂泥底にかけての全域

において周年頻繁に採集される定在種として,ヒ メハゼ

ハオコゼ Hνpοαγιθs rabrわれれιS, ネズ ミゴチ

Rep0772“Oθ72“Srじοんαrdsο72ブじ, トビヌメリ R bθれjιθ―

g“rι,ア ラメガレイ,ササウシノシタ〃θιοrο
“
ycιar」s

ブ
"ο

れ′οαが分布しており,調査域の沖側の砂泥底での

み採集されるのがイトヒキハゼ cryριοcθれιras″Zびグ,
ハタタテヌメリR υαZθれε」

“
れιJおよびCソЮgZossas

sp である。イトヒキハゼは共生するテッポウエビ類

Aわ れθ
“
S spp の分布がより沖側であることからこれ

に分布域が規定されていると考えられる。これ以外に,

個体数は多くはないが潜水観察時によくみられる種類と

してιま, キュウセン Hα Zιεttοθ7‐θS pο
`ὲι

ορι″
“
s, ク

ラカケトラギス Pα
“
parcjs sοガωCιαια,エ ソ類があ

る。アカエイ Dαsyαι」sαた冴οJ,ヒラメ Pαrαιιοんιんys

οZιυαοθ
“
s,マコガレイ PZο

“
rοれθειOs yοたοんαれαο な

どの大型個体は夜間あるいは満潮時にごく沿岸部でよく

観察され,潮 の干満や昼夜の変化に応じて海域内外へ移

動しているものと考えられる。また,砂底の最沿岸部に

おいて全長15cm前後のウチヮザメPιαιγ7‐/1れαsれ¢れs`s

の幼若魚が頻繁に採集されており,こ の海域が本種幼魚

の生育場所になっているものと推定される。この他時期

によりまとまって採集される魚種 として, コノシロ

κοれοsι′as ραれθιαιas, オキヒイラ」ド Lθιοbo72αιん
“
S

rjυ
“
Zαιas,コ モンフグ 7αたが

“
gμ ροοο」ιοれοιasな ど

があげられる。このような魚類が調査海域の砂泥底にお

いて観察 。採集される種の大部分を占めており, この区

域の魚種組成の主要な構成要素であるといえる。

当海域の砂底には高密度で潜入孔が開いており,そ の

ほとんどはアナジャコ ιttοgebjαれ冴ο7^のものであ

る。この他にはシャコ類 S9αιZι
`α
αο spp やスナモグ

リ類 Cαιι」αれαssjdαO Spp がみられ,ま た, より沖側

の砂泥底にはアナジャコのかわりにテッポウエビ類が高

密度に生息している。ホウライウミヘビ, マコガレイ,

イシガレイ κα″Jas b`οοZο7^αιaSな どいくつかの魚

種の胃内容物組成を調査したところ,多 くの個体がアナ

ジャコを摂餌していた。

本調査は前述したとおり沿岸～浅海域に出現する魚種

についてまとめたものであり,今後沖合いあるいは島しょ

部,河 口域などを精査することによりさらに出現魚種は

増加していくものと考えられる。
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表 1 北山崎海岸周辺における出現魚種目録 (S:潜 水目視観察により確認 ;*:南 西海区水産研究所 (1987)およ

び稲葉編 (1988)において伊予灘で未記録の種).

番号    種   名 学      名 備考

軟骨魚綱
板鯛亜綱

ネズミザメロ
1     ドチザメ科

ドチザメ       T′ jαtts scγιιιαトンItller et Henle
エイロ

ウチヮザメ科
2           ウチヮ|ヴメ        PZα みyrんιれα sιれοれs」s (Schneider)

アカエイ科
3        アカエイ       Dα sγαιじSαた冴θ

`(M31ler et Henle)硬骨魚網
ニシンロ

ニシン科
4       マイワシ      Sα 7^αれOρsれ ο′α12οsιιει

“
s(Temminck et Schlegel)

5          コノシロ         κOれοsjr“sρ
“
れcιαι

“
S(Tellnlninck et Schlegel)

カタクチイワシオ斗
6         カタクチイワシ    E72grα

“
Z`sプ¢ροれじο

“
s(Houttuyn)

ウナギロ
ウミヘビ科

7      ホウライウミヘビ  の んjοん訪
“
S θυθだれαれ滋 」Ordan et Richardson

ナマズロ
ゴンズイ科

8        ゴンズイ       Pι Oιοsas′」れθαι
“
s(Thunberg)

ハダカイヮシロ
エソ科

9       オキエソ      7rα οんれοαpんαZしsれ νοps(Forster)

1 0          ワニエソ          Sα ″̂ 」αα ″αれJasο Shindo et Yamada
l l         トカιだエソ       S θZοれgαια(Temminck et Schlegel)

ダツロ
トビウオ亜目
サヨリ科

12      サヨリ       巨υpο′んα

“

ρれ s sttοr`(Temminck et Schlegel)
ヨウジウオロ

ヨウジウオ科
13        ノデンテジイシヨウジ Pα ′αsyttα ιん

“
S α7Tγ7^OSιj`ι

“
s(Kaup)

1 4          ヨウジウオ        Syれ gれαιん
“
s sοんι●.●θιJ Kaup

15      タッノオトシゴ   〃なフοοαれρ
“
S COrOれαι

“
s Temminck et Schlegel

アンコウロ
イザリウオ亜目
イザリウオ科

16       イザリウオ      スれιθれれαrjαs sιrjαι
“
s(Shaw et Nodder)

スズキロ
ボラ亜目

トウゴロウイワシ科
17         トウゴロウイヮシ   Hυpοαιんarjれα bZβθた

`rι
(Gi nther)

ボラ科
1 8          オヾラ             腕 g」Z ε9ρんαιαs ceρんαZαs Linnaeus
19       メナダ        L」 zαんαοれαιocんο〃α(Temminck et Schlegel)
20      セスジボラ     L り,れιS(Gi nther)

スズキ亜目
テンジクダイ科

21       テンジクダイ     スροgοれιιれσαιas(Temminck et Schlegel)
キス科

22          シロ=ドス         sι zzαgοブ¢ροれjεα Ternlninck et Schlegeel
アジ科

2 3          ブリ             Sα ‐

`ο
Zα α

“
ι729“Orαα

`α
ttα Temnlinck et Schlegel

24      マアジ       7rα οんじrasブ¢ροれたしS(Temminck et Schlegel)



南 予 生 物 (1993)Vo1 7 Nol・ 2

表 1 つづき

種番号 学 備考

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

ヒイラギ科
オキヒイラギ

ヒメジ科
ヒメジ

メジナ科
メジナ

タイ科
チダイ
マダイ
クロダイ

チョウチョウウオ科
ハタタテダイ

イシダイ科
イシダイ

ウミタナゴ科
ウミタナゴ

スズメダイ科
スズメダイ

ベラ科
コブダイ
ホンベラ
キュウセン

イカナゴ科
イカナゴ

サバ亜目
サバ科

マサバ

タチウオ科
タチウオ

アイゴ科
アイゴ

ハゼ亜目
ハゼ科

スジハゼ
ヒメハゼ

シラヌイハゼ

イ トヒキハゼ

チチブ
アカオビシマハゼ
ァゴハゼ
ニクハゼ

サビハゼ

キヌバ リ
ニシキハゼ
ミミズハゼ

オオミミズハゼ
ギンポ亜目

トラギス科
クラカケ トラギス
マ トウトラギス

イソギンポ科
イソギンポ
ナベカ
ニジギンポ

ニシキギンポ科
ギンポ

カサゴロ
フサカサゴ科

メバ ル

Lθ

`ο

gれαιん
“
s rιυ

“
Zαι

“
s(Ternrninck et Schlegel)

ιりθれο
“
S bοれsαs`(Temm i n C k  e t  S c h l e g e l )

G`rαια ρ
“
れειαια Gray

EυγれれJsプ¢ροれιCα Tanaka
Pαgr“sれ ″。r(Temmi n c k  e t  S c h l e g e l )
Aοαれι/2οραg7‐

“
S SCんιθgθιι(Bleeker)

Hcれιοεん
“
s αcこれj72αιaS(Linnaeus)

Op′οg72 αιんas J4αsc」αιas(Temlninck et Schlegel)

D`ι7‐θん唸α ιθる咆κれ
`れ

0たj Bleeker

Cんrοれ」sれ οιαι
“
sれ Oιαι

“
s(Tenlminck et Schlegel)

Sθれjοοssγρん
“
S rθιじεαιαι

“
s(Valenciennes)

Hα

``ο
んoθ′as ιοれ

“
おριれれ

'S(Gi nther)AとροecιZοpι′′
“
s(Temminck et Schlegel)

ス″れ7れοαッιθs ροrsοれαιαs Girard

Scοれιθ′̂ブ¢ρο72`OαS HOuttuyn

Trじοんι
“
7^“S ι

`ρ

ιαras Linnaeus

Sιgαれ
“
s,4“scascθれs(Houttuyn)

_4 cθれιrοgoわ」
“
sp∫lα

“
η2`J(Bleeker)

Fαυοれιgοι′
“
s gyれ れα

“
cんθれ (Bleeker)

SZJんο
“
θιιθα αOι

“
」(Takagi)

Cryριοοθれι′
“
s夕 Zびο′(Valenciennes)

77^」αθれガgar οbscα7^“S(Temminck et Schlegel)
7 ι7^な0れOCcρんαZ“s(Gill)
C/2αsれ

`ο
/2ι/2ys αοZJοんοgれαιん

“
s(HilgendOrf)

Cんαθれοgοbj“sん 9ριαοαr.ιん
“
s(HilgendOrf)

Sαgα792じα gθれο」οれθれα(HilgendOrf)

Pιο′οgοιι
“
sθ

`α
ροJαs(Ginther)

Pυ
`ぼ

。 (Temmin c k  e t  S c h l e g e l )

Lしοjοgοιι
“
s6・

“
ιιαι

“
s Gill

L grα 72αjs Arai

ParOρ arcJs sθ均
`α
SCJαια(Temnlinck et Schlegel)

P ο″27ηαι
“
rα」ordan et Snyder

Pιcι」ιZοれれj“s yαιαιοj(JOrdan et snyder)

0れ Obrα72Cん
“
S cZagαれs(Steindachner)

P`夕̂ οsc力̂ιοs ι7^Oυιε
`ρ

s(Valenciennes)

PんοZJsれοb“ιοsα(Ternminck et Schlegel)

Sθιαsιθs j72θ7‐れ

'S Cuvier

S,*
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表 1 つづき2

番号    種   名 学      名 備考

6 2           クロソイ          S s`ん ιθgθι
` Hilgendorf63          タヌごトメバル      S zOれ αι

“
s Chen et Barsukov

64          ヨロイメバル      S ん
“
bbs`(171atsubara)

65      カサゴ      Sσ ιαsιjscμs 772αrれOrαι
“
s(Cuvier)

オニオコゼ科
6 6          ヒメオコゼ        几イれοαsれ οれοααοιγルs(Bloch et schneider)

67      オニオコゼ     17L`れ jε

“
s″ pοれごC“S(Cuvier)

オニオコゼ科
68      ハオコゼ     夏γροαγιθs rabrわ ιれれιS(Temminck et Schlegel)

アイナメ科
69      クジメ       島セχαgrαれれοs αgrα″″π

“
s(Temminck et Schlegel)

7 0          アイナメ          〃. οιαたιじ」Ordan et Starks
コチ科

7 1          メゴチ           S崚 堅″
“
れααsれ σθ′αθ′υOorι

`(Bleeker)72          コチ            Pι αιγαpんα
`“

sJれαιε
“
s(Linnaeus)

カジカ科
73      アサヒアナハゼ   Psο

“
αοbZθれれι

“
s cοttιOjαθs(Richardson)

ホウボウ科
74          ホウ,ドウ          Cん οι

`α
οれιοんιんysり 元720SaS(lvlcClleland)

7 5       カナガシラ    Lcρ 」αοιrなZαれjεrοpιarα Gi nth e r
ネズッポ亜目

ネズッポ科
76      ネズミゴチ     R"ρ れ

“
εθれ

“
Sr`Cんαras。れじι(Bleeke r )

77          トビヌメリ        R bθ れ
`ι
θgげ j(」Ordan et snyder)

78       ハタタテヌメリ   R υαZ′れοjθれれοj(Temminck et Schlegel)

カレイロ
カレイ亜目

ヒラメ科
79          ヒラメ           Pα rαι

`cん
ιんγs οZJυαcθ

“
S(Ternlninck et Schlegel)

80         タマガンソ
゛
ウヒラメ  Psθ ααοttοれら

“
s pθれιορんιんαZ″れas Gi nther

81         アラメガレイ      物 ″んOρs οιιgο

`9ρ
」s(Bleeker)

82       ユメアラメガレイ  r θZθgαれs Amaoka
カレイi科

83      ホシガレイ     アθrαspθ′υαr`agαι
“
s(Temminck et Schlegel)

84         メイタノブレイ      P′ 0“rοれ,c/2ιんys corれ
“
ι
“
s(Ternminck et Schlegel)

8 5       マコガレイ     PZθ
“
7^0れ00ιθS y。たoんαれαθ Ginthe r

8 6        イシガレイ      ス「α″れs ttεοιο7^αι
“
S(Basil e w s k y )

ウシノシタ亜目
ササウシノシタ科

87      ササウシノシタ   〃αθrοれν
`ι
θだsブαροれビοα(Temminck et Schlegel)

ウシノシタ科
88          クロウシノシタ     Pα r鉾ノαg“sピαブαροれ

`ε
α(Ternininck et Schlegel)

89      イ ヌ ノ シ
タ 属

の 一
種

 Q"ο

g′ ο SSα S Sp

フグロ
モンガラカワハギ亜目
モンガラカワハギ科

90      アミモンガラ    Cα れιんιαοr772」Sれ αOαιαια(Bloch)

カワハギ科
9 1          ヨソギ           Pα rαれοれ

“
αれιんαSノ¢ροれιcαs(Tilesius)

92      カヮハギ      sι eρんαれοι9ρ
`s 

οι7^rんびグ (Temminck et Schlegel)

93        ウマヅラハギ     7れ αれれαεοれαSれ OαθSι
“
s(Gi nther)

94          アミメハギ        Rααα7t“S arcοα6 JOrdan et Fowler
ハコフグ科

95        コンゴウフグ     Lα οιοr`α οο′72“ια(Linnaeus)

フグ亜目
フグ科

96       クサフグ       7″ ぁ勉g“れわたοιιθS(Jordan et Snyder)
97       コモンフグ      T ροθειZοれοι

“
s(Temminck et Schlegel)

98       ヒガンフグ     7 ραrdαιιs(Temminck et Schlegel)

＊

　

ぐ
０
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‖ⅢⅢⅢ‖|‖
写真 2 ガンテンイシヨウジ

Pαrαsyれgれαιん
“
s αrgッrοsιEcι

“
s TL:110.6mm

写真 1 オキエソ
rrαcr2じれοcepんαZ“Sれ yops TL:145 5mm

写真 3 トウゴロウイワシ
″軌pοαιんerじれα bZceたιrE TL:60.Omm

写真 4 スジハゼ
4cenιrοθοbι

“
sp″ α

“
″2ιJ TL:51 4mm

写真 5 イ トヒキハゼ
σ=upιοοθれιras ttZJルr TL:66 3mm

lllllllllllllllllllllllllllll1ll:1111111

‖‖

写真 6 ニクハゼ
Cれαοποgοb′

“
sんepιαcαれιん

“
s TL:44 7mm

写真 8 ミミズハゼ
L“cじοθοbj“.s g“ιιαι

“
s TL:38 0mm

iWIⅢ

写真 7 サビハゼ
SagαれJα geれ。Jοれιr72α TL:57 9mm
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写真 9 オオミミズハゼ
L. grαれαJs TL:76 3mm

写真10 クラカケ トラギス
PαrOpercts sexたscじαια TL:54 1mm

写真11 マ トウ トラギス
P.Or7t7 7 2αι

“
′・α TL:94 1 m m

写真12 イソギンポ
PJcιじbZθれれじ

“
s yαιαbοじTL:60 3mm

写真13 ニジギンポ
P`ιrοscJrιθs br¢υJοαps TL:59 2mm

写真14 クロソイ
Sebαsιes scんιθgerι TL:16 3  8 m m

写真15 ヒメオコゼ
Mtrlο

“
s IP20れOααοιyι

“
s TL:83 8mm

写真16 オニオコゼ
fr2ιれJc“s ittοれJO“s TL:165 5mm
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写真17 アサヒアナハゼ
Pse“αοbJιれれJ“s cοιιοιαes TL:102 0mm

写真18 カナガシラ
LcρJαοι,・ισια r72JCrapιιrα TL:85 1mm

写真19 ネズミゴチ
Rぐp0772“Cιれ

“
S rJCんαras。れJJ TL:82 6mm

写真20 トビヌメリ
R. beれじιοg“″J TL:74 7mm

写真21 アラメガレイ
Tarpんops οιJσοJ(p`s TL:41 lmm

|■■■■■■|||||||||
写真22 マコガレイ

Pιθ
“
rοrtecιos yο/.・οんαれαι TL:95 1mm

写真23 ササウシノシタ
HcιerοれycιιrJs tttοれJcα TL:75 5mm

溺彿らぶ

`ζ

得御弼m

| |ヽ)||ミ
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写真25 ウマヅラハギ
r/2α″t′2αcOれ

“
S7720rJOsι

“
s TL:61 7mm

写真26 アミメハギ
Rrraαrι

“
s crcοdes TL:40.6mm

写真27 コモンフグ
TαんじFItθ

“
pοιCJιοれοι

“
s TL:83 2mm
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写真28 ヒガンフグ
r.pα 7・ααιJs TL:77 5mm


